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20250525 「教育投資の経済学」(2024 年 1 月発売)                                                  小笠原 

 

経済学では、「教育」は「人的資本」への「投資」と考える （投資に対するリターン） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経済格差は教育格差を生む 

  経済格差の指標： ・ジニ係数 0（完全平等） ～ 1(完全不平等) [イタリア経済学者の名前がジニ] 

                  ・富の集中率 Top 1%、5%の所得が全体の何%を占めるか （上位 10%への集中 44%（2021 年）） 

                  ・貧困率  相対的な貧困率。貧困線を下回る所得の世帯率 （約 15%(2019 年)7 人に１人) 

                  ・子供の貧困率 17 歳以下の子を持つ世帯の貧困率（例：2 親世帯 11%、片親世帯 48%） 

 

第 5 章 日本経済の現状と課題 ←教育に関しての提言？ 

   経済成長鈍化： 生産性向上 → 教育 → 技術の進歩 

   少子高齢化（人口減少による労働力不足）： ・女性（ジェンダーギャップ） ・海外から（言葉） ・高齢者の活用（税収増） 

  

インプット 教育の生産関数 

(評価の分析枠組)
アウトカム 

本人の過去のスキル 

家庭資源 (公立／私立など) 

・所得 ・資産 
・時間、しつけ 
・外部資産 
 （塾、習い事） 

学校資源 
・政府財政 
  ・クラスサイズ 
  ・教員数 
・Peer 効果(仲間の影響)
・クラス形態 
  ・ランダムクラス 
  ・習熟別クラス 
  ・男女別クラス 
・教員の質 
・学習指導要領(ルール規定)

・設備 

認知スキル 
・学力 
 
非認知スキル 
・コミュニケーション力 
  ビッグ 5 
  (外向性、協調性、 
  勤勉性、情緒安定性 
  経験への開放性(アクセス)) 

・子供の貧困率
・出生時体重 
・世代をまたぐ連続性 

・政策変化(児童手当)
・ショック 
  コロナ下での休校 
  災害による休校 

相互関係あり P77
例：グラスサイズ小で学

校が充実している
と、家庭で親が子に
教える時間減少
(Win-Win ではない)

経済学での手法： 
---------------------------------- 
個人の投資モデル(例：大学進学) 
①人的資本への投資 
②シグナリングモデル(学歴、資格は

差別化のシグナルを発している) 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーー 
教育リターンの評価方法 
①内部収益率法(生涯賃金) 
②賃金関数アプローチ(方程式)  
 （②の方法がよく使われる） 

教育 

投資 

人的資源 
・知識
・スキル 

生産性 イノベーション 経済成長 

リターン ・私的リターン（個人の収入）

 ・社会的リターン（犯罪減少、健康、政治参加意識など）
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本書を読んで、頭に浮かんだよしなしごと 

教育を経済学で語れることを発

見しました。 
本書の「発見しました」（多出）の言い方をまねてみました。 

  
教育の評価の難しさ 企業なら収益などを数値で表せるが、一方、教育のデータ収集、評価

は難しそう   
日米の大学卒業の違い 
（日本は卒業に意味がある？） 

日本：ホームラン方式（試験通れば、逆転ホームラン卒業） 
米国：打率方式（課題が多く、手を抜けない）。 
     入学よりも卒業のほうが難しい。一発逆転卒業不可。   

公立か私立か 
 
インターナショナルか 
例：秋田国際教養大学（AIU）:

すべての授業を英語で行う 

私立の方が、校長の権限で決められる。 
携帯/スマホ：多くの私立学校では、校則で校内での使用を禁止してい

る場合が多く、持ち込み自体も原則として禁止されていることが多い 
 
小平のイギリスのマルバーンカレッジ（日本ではここだけ） 

飛び級  
Gifted ギフテッド 孫正義育英財団は高い志と異能を持った若者に自らの才能を開花できる環境を提供  
トニー・ブレア首相（英） 1997 年。新たなリーダーとして労働党のトニー・ブレア首相が選出され

た。彼は教育重視を打ち出し、「英国における重要な課題は三つありま

す。それは教育、教育、そして教育であります。」という有名なスピーチ

を行った。 
 
（自分の子供の教育に携わってこず口先だけの私ですが）ブレア首相

のような人がいないもんですかね。 
（年寄りではなく、若者を相手にすべきでは） 
 
・植林と同じで、教育は長いスパン。 
・悪平等は良さそうでよくない → 私立がカバー？   

教育の場 家庭 
学校 
企業（昭和の時代） →学校を終わったからといって即使えるわけでは

ない、企業が育てた時代があった。(今でもあるようですが) 
就職氷河期時代の人員の仕事のスキルアップ  

先生の給料は倍にしろ！ 個人的意見（砂糖に蟻が群がり、国力アップ？） 
  
加本氏の資料を読んで 
中学受験 
 
 
 

（短縮）各学校段階にふさわしい教育にならないものか。思い切り遊ぶ思春
期、青春期らしい感受性が育つ、内面に向き合う時間を持たなかったことが、
心が今ひとつ安定しないこと、さらには非認知能力が育たないことの要因で
はないだろうか。 
 
気持ちは実に分かりますが、自分の時代を正当化し過ぎていないの？
日本は学力とは関係ない運動会（世界にはない）、文化祭など多々あ
る。また掃除、給食とかの一体感も。 
非認知スキルのビッグ 5 (外向性、協調性、勤勉性、情緒安定性、経験
への開放性)を考えると、どうなんでしょ、これらの項目をすべて学校で
実践できるの？ 
 
ゆとり教育導入後、首都圏の中学受験率が上昇しているのが興味深

い。 
 


